
●ルドゥーの理想都市

アルケ＝スナンはフランスの，スイスに近いフ

ランシュ・コンテ地方にある。ここには王立製塩

場の遺構がある。つくらせたのはルイ16世，建築

家はクロード＝ニコラ・ルドゥー。建物は1779年

までにつくられた。フランス革命の10年前である。

製塩場の全体は半円形をしており，円弧の頂点

に門，中心に所長の館を置き，その両腕に工場の

建物，そして円弧状に労働者の宿舎が配置されて

いる。実現したのはこれら10棟の建物群なのだが，

実はルドゥーの計画では，全体として円形をなし，

後ろの半円にも同様の建物が建ち，さらに外周に

も規則的な配置を守りながら建物が並ぶように構

想されていた。そして，この円形をした全体のな

かで，所長を頂点とした共同生活が営まれること

になっていた。これらの構想は，ルソーやフリー

メーソンの社会思想を実際の都市計画に反映させ

た試みと言われる。ルドゥーが依頼を受けたのは

製塩所だけだったのだが，彼は理想都市を描いた

のだった。彼はこの都市を「ショー」と名づけた。

実現した製塩場の建物群は，建築家の考える理想

都市がかたちをなした一部なのである。この理想

都市から「近代」と「時間」について考えてみた

い。

●都市の時間

建築史では「近代」の冒頭にアルケ＝スナンの

王立製塩場がでてくる。「近代」的な理由を考えて

みると，まず，用途・機能である。工場という用

途を建築家が手がけた最初の例かもしれない。そ

して，その機能を目に見えるようにした配置が前

述の半円形である。さらにその展開として都市が

構想され，建築が社会システムの表象となってい

る。他方，建築物のデザインとしてみても，それ

までの建築史からは見慣れない形態をしている。

部分的なヴォキャブラリーは古典主義だが，その

比例や組合せ方は参照源をもたない新しさがある。

そして，この奇妙な建物群をひとりの建築家がデ

ザインし，全体として都市としたのが革命的であ

った。ルネサンス期から都市計画はなされてきた

し，都市的なスケールをもつ巨大な宮殿もつくら

れてきたが，都市をひとりの建築家が一挙に建物

の細部までデザインしたのは，おそらくこれがは

じめてである。

ルドゥーの後，建築家は都市を構想し，描くよ

うになった。トニー・ガルニエの「工業都市」や

ル・コルビュジエの「輝く都市」などである。そ

の多くは直接には実現していないが，間接には世

界各地を同じかたちの建物が埋め尽くすことにな

った*1。こうした構想の最大の問題は，建築家の構

想した建築の完成＝都市の完成となることである。

建築は一挙につくられ，できあがった時点で都市

の時間が止まってしまう。本来，人が生活し続け

る限り，都市は変化のなかにあり，だからこそ都
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